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ご あ い さ つ

審査委員長・奈良大学学長　清　水　哲　郎

　今年のコロナ禍は、昨年末の第３波から始まり、４月には第４波となり、その後第５波と

して感染力の極めて強いデルタ株が全国で猛威を振るっていましたが、このところ新規感染

者が急減し収束に向かっているようにみえます。このような感染状況の中、新型コロナウイ

ルス感染への恐怖と先が見通せないという不安な日々を過ごされてきた皆さまにとって高校

生活は大変だっただろうと推察いたします。ＷＥＢ授業や短縮授業、夏季休業の延長、クラ

スの絆を深める文化祭や体育祭、修学旅行の中止や延期、また開催などさまざまな経験をさ

れたのではないでしょうか。その困難な状況の中で、日頃の学習の成果を発揮すべく、全国

高校生歴史フォーラム応募のために調査研究を遂行され、私たちの期待に応えられたことに

まず敬意を表しますとともに、心より感謝申し上げます。

　1300年以上の歴史が息づくこの地に奈良大学が誕生したのは1969年のことです。本学に

は、現在文学部（国文学科・史学科・地理学科・文化財学科）と社会学部（心理学科・総

合社会学科）、さらに大学院（文学研究科・社会学研究科）および通信教育部が置かれてお

り、学生数は約3900名、全国各地から多くの学生を迎えています。図書館には56万冊以上の

蔵書があり、特に15万冊を超える文化財専門書を擁する本学図書館は、日本屈指の歴史・文

化財情報に関する知の拠点として国内外から注目されています。

　さて、全国高校生歴史フォーラムは2007年に第１回フォーラムが開催されています。当

時、多くの生徒にとっては「暗記科目」という印象が強い歴史や地理に、暗記ではなく、自

分たちで調べ、考え、真実を発見するなど、課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学

びを導入することで、歴史や地理を探究する醍醐味を実感してほしいとの願いから全国高校

生歴史フォーラムが企画・開催されました。幸い私達の思いは、全国の高校生と、生徒の皆

さんを指導しておられる先生方に届いて、準備期間や周知が十分でなかったにもかかわらず

全国の22校から72編の応募がありました。

　その後、応募校数は過去15年間の平均では、参加校が48校、また応募点数では110編と

なっております。今年度の状況は、参加校が全国24都府県から70校、応募点数が88編を数

え、審査委員会による厳正なる審査の結果、全国から選び抜かれた優秀賞に５編が、また佳

作として７編が選ばれました。

　最後になりますが、全国高校生歴史フォーラムの開催にあたり、ご尽力を賜りました皆さ

まに心から感謝申し上げますとともに、ご指導にあたられた先生方と熱心に研究して応募さ

れた高校生の皆さまに、お礼の言葉を申しあげます。



審 査 結 果 の 講 評

第15回全国高校生歴史フォーラム実行委員長　外　岡　慎一郎

　第15回歴史フォーラムには、日本列島各地から88編の作品が寄せられました。それぞれに
歴史愛、地元愛に満ち、素直な好奇心に発した地道な調査・研究の成果と受け止めさせてい
ただきました。
コロナ禍という劣悪な環境のなか、歴史のその時、その場、その人に寄りそうことはなか

なか困難なことではなかったかと思います。可能な限り現場に足を運び、時には実験もおこ
ない、難解な原史料にもチャレンジした皆さんに敬意を表します。また、巣ごもりという状
況に適応して、独創的な構想力や発想力、表現力で勝負してきた作品も少なからずありまし
た。
　歴史研究に限りませんが、研究の発展には発想力、構想力、行動力、実行力、表現力、い
ずれも欠かせません。もちろん、その力は企業社会、地域社会でも必ず求められるもので
す。かけがえのない時間を費やして仕上げられた作品は、必ず皆さんの心の糧、未来に花を
咲かせる種になると確信しています。
　さて、第15回全国高校生歴史フォーラム実行委員会では、このたび厳正な審査を経て、優
秀賞５編、佳作７編を選出いたしました。
　受賞された皆さんには、心から「おめでとう」を申し上げたいと思います。なかには大学
の卒業研究にしても優秀な成績を収めるだろうと感じた作品があります。部活動や授業の延
長として、時間をかけ、工夫を重ね、知恵を絞る姿が見えてくるような作品もあります。審
査する我々もまた多くを学ばせていただきました。ありがとうございます。
　また、選には漏れたものの、入選した作品と等しく知恵を絞り、工夫を重ね、汗をかいた
作品を仕上げ、奈良にお届けいただいた皆さんにも、厚く感謝申し上げます。作品を仕上げ
た達成感があればその達成感を、選に漏れた悔しさがあればその悔しさを、後悔があればそ
の後悔を、未来に花を咲かせる肥やしにしてください。
　近頃は、いや昔からかもしれませんが、歴史好きの友達がクラスにはいない、同じ学年で
ももう一人いるかな、という状況ではありませんか。歴史系の部活動なども部としての存続
が危ぶまれるほどの低調さだという話を聞くこともあります。そんななかで、質の高い作品
に触れることができたことは大きな喜びでした。絶対大丈夫。歴史を学ぶ、歴史に学ぶ営み
は絶えることはありません。歴史探究が何より好きな高校生、そんな歴史好きが集うサーク
ルの活動を奈良大学は応援しています。後輩たちにも全国高校生歴史フォーラムの存在を伝
えていってください。
　最後になりましたが、ご多忙のなか、歴史フォーラム応募を目指す生徒さんたちに、折に
触れご指導、ご助言をあたえられた先生方に感謝申し上げます。応募基準に照らせば、あく
まで黒子に徹していただかなければならないのですが、黒子無くして役者は立てず、舞えま
せん。今後とも、全国高校生歴史フォーラムにご支援賜りますようお願い申し上げます。
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はじめに 

（１）岡山池田家と鳥取池田家の墓碑について（昨年までの活動の概要） 

 「亀の会」は国史跡鳥取藩主池田家墓所（以下、奥谷廟所とする）の研究を目的に2019

年に結成された鳥取県立八頭高校生徒有志からなる団体である。このレポートはその研究

成果を発展させたものである。はじめに昨年までの研究の概要を述べたい。 

鳥取市国府町にある奥谷廟所は鳥取藩主とその一族のための墓所である。初代藩主池田

光仲が死去した元禄6年（1693）に造営が始まった。家老荒尾但馬守成倫（米子荒尾当主、

後見人として分家当主の荒尾修理亮成紹）、家老津田元長、家老和田式部真信、前家老池

田日向守之信（山池池田2代目当主）らが造営を担当した1。元禄8年（1695）には光仲の戒

名と事績を刻んだ仏式の亀趺墓が完成した2。 

光仲墓は亀趺（亀形の台石）を用い、竿石の先端が円頭形になった位牌型墓碑であり、

以後歴代藩主墓の型式となった。ただし2代藩主綱清墓のみは方趺（立方体の台石）とな

っている。亀趺は本家にあたる岡山池田家墓所（和意谷廟所）にある池田輝政墓に由来す

ると推測されているが文献的な裏付けは不明である3。 

私たちは２つの先行研究に注目した。小坂博之(1988)は岡山藩主池田光政が寛文6年 

（1666）に光仲へ送った使者の口上に注目している（因府年表）。光政は閑谷学校創設な

どで知られる好学の大名であり、光仲の従弟にあたる。光仲の後見人でもあった。光政は

同年、祖父輝政、父利隆などの遺骨を京都妙心寺より引き取り、和意谷廟所の造営に着手

していた。光政は藩主自身が廟所を造営すべき理由、光仲の祖先、父親の遺骨の処遇など

について相談している。 

一 左衛門督宰相殿之御墓此方國清寺に御座候拙者当国に居申内は何の気遣無之候へ共

末々子孫に成り國替等有之ては平場にて候得者百姓の田地になり或は人の屋敷になり可

申かと心元なく存候葬なをし作事も有（此間原本欠字）同は後々気遣無之山へ葬かへ然

可様存候左候得者其許へ御引可被成哉此方之所を替申可哉思召寄承度之事。 

岡山の國清寺にある左衛門督（忠継、光仲の叔父）、宰相（忠雄、光仲の父）の墓につ

いて、将来「国替」があれば平地のため田畑や宅地に転用されるかもしれないと心配し、

「後々気遣いの無い山」へ改葬した方がよいと勧め、和意谷に改葬するか光仲が引き取る

か光仲の回答を求めている4。小坂氏は和意谷廟所の影響の結果、鳥取の奥谷廟所も谷を整

地して新たに造営されたと考えている。また亀趺墓についても和意谷廟所の輝政墓が影響

を与えたとする。鳥取で最も古い亀趺墓は家老池田之政の墓である。之政は輝政の兄之助

（小牧長久手合戦で戦死）の孫であり、岡山池田家の家老池田由之の四男である。之政は

光仲により鳥取に招致され、家老となった。之政は寛文9年（1669）に死去し5、子の之信

が延宝9年（1681）に亀趺墓に改葬した。之政墓は仏式墓に亀趺を使用し、事績を墓碑に

刻んでいる。仏式墓になった理由について小坂氏は触れていないが、儒式では墓主が位階

三品以上に限定されるが、仏式墓ではその制限がないためという6。之政墓の竿石には戒名

とともに之政の事績とともに「造建螭首亀趺之石以記行業」と刻まれている7。池田光仲の

亀趺墓も竿石に事跡を刻み、建碑の目的として「螭頂亀趺之制以垂不朽」と彫られている。

小坂氏は之政の墓が光仲墓の原型であったと考えている。 

一方、吾妻重二は天和2年（1682）、岡山藩主池田光政の葬儀に際し、津田永忠が行っ

た建議（『池田光政公伝』）に注目した。建議によると和意谷廟所は南宋朱熹の「家禮」 



の註の規程をもとに周尺を使用して造営されており、墓碑もその規定に従っていた。 

一、家礼ノ註ニ、明朝ノ法墳高一品ハ壱丈八尺、毎品二尺ヲ減ズト有之候ヘハ、四品ハ

壱丈弐尺ニテ候、碑ノ高ノ事ハ見ヘ不申候得共、墳ト碑トハ同高サニ仕ル様相見ヘ候、

尺ハ周尺トハ無之候、多分明朝ノ尺ニテ可有御座候得共、和意谷ノ御碑ノ尺周尺ニ御従

ヒ候間、此度モ其儘周尺御用可然歟。

位階一品が18尺（「壱丈八尺」）、一品下がると2尺ずつ低くなり、四品は12尺（「壱丈

弐尺」）となっている。吾妻氏は『池田光政公伝』に「輝政 周尺壱丈四尺 和尺八尺九

寸八分八厘  光政八尺二分」8とあることから1周尺を1.55和尺とし、輝政（三品）、光

政（四品）の墓碑の高さが「家禮」の註と一致すると述べ、岡山池田家が儒教の葬礼文化

を受容した証拠とする9。 

これら２つの研究をもとにすれば、岡山の分家筋にあたる鳥取池田家でも位階四品の藩

主墓は12周尺、位階五品の分家当主墓は10周尺になると予想された。ただし、墓碑につい

て高さが公表されているものは限定される。また、墓碑の高さは竿石のみか、台石も含む

のか明確ではない。両池田家を比較するためには碑の高さを実測し、換算の基準を明確に

する必要がある。2020年に「亀の会」生徒4人が和意谷廟所で実測を行った。津田永忠が

言及した利隆墓（四品）は全高が291cmであった。これにより1周尺が24.25cm（1.23和尺）

と判明した。和意谷の他の墓碑にあてはめるとほぼ端数のない数値となった。次に鳥取池

田家の藩主、分家当主の墓碑の実測データをこの基準で換算した。鳥取では竿石に当ては

めると藩主は12周尺、分家当主墓の竿石は同10周尺となり、「家禮」の註の規程に一致し

た。こうして、鳥取池田家の奥谷廟所の源流は岡山池田家の和意谷廟所であるという小坂

氏の結論を補強することができた10。 

（２）鳥取池田家の家老墓について（本年度の研究の目的） 

坂本敬司（2017）によると、鳥取藩成立直後は家督を継いだ光仲が幼少であったため、

将軍秀忠より指示を受けた荒尾但馬、荒尾志摩、乾の3人と和田の4人の家老が合議により

藩政を行った。「荒尾内匠成利は、父が利隆の備前監国時代から家老職を務め、自身も元

和年間から忠継・忠雄の家老を務め、知行高もただ一人一万石を越える。また、荒尾志摩

嵩就・和田飛騨三正は実の弟であった。荒尾志摩嵩就・和田飛騨三正は、共に忠継が独立

した家を建てられた時に、忠継の家臣に移った家を継いだ。その経緯と知行高の点で、家

格としては兄内匠成利より一段低い、乾甲斐直幾は、淡路入封時から家老として忠雄の側

近にあり、知行高は四名の中で最も少ないものの忠雄との関係は最も密であった。11」。こ

れら四家は別格の存在として家老職を勤めることが制度化していった。これら四家および

津田、鵜殿、筆頭番頭の福田家を加えた7家は領地を与えられ「自分手政治」と呼ばれる

自治を行う特権を持っていた。また、山池池田、津田、鵜殿、米子荒尾分家、倉吉荒尾分

家、下池池田など新たに家老を輩出する家が追加された。こうした家老を輩出する十家は

「着座家」と呼ばれ、明治維新までこの体制が続いた。 

それではこれら「着座家」は藩主と同様に「家禮」註の規程を守っているのだろうか。

今回は碑の高さから２つのことを検証したい。一つは岡山池田家の影響（「家禮」註の影

響）であり、五品の分家当主の墓碑が10尺であれば、家老は六品で墓碑は8尺と想像でき

る。吾妻氏が引用する丘濬（明代）「文公家礼儀節」は次のようになっている。 



墳一品高一丈八尺、毎品減二尺。七品以下、不得過六尺。其石碑、一品螭首、二品麒麟、

三品天禄辟邪、皆用亀趺、四品至七品皆円首方趺。 

ただし家老には位階が与えられていない12。さらに「文公家礼儀節」では七品以下は一

括して6尺を上限とする。八品、九品などの記事はない。家老は藩主、分家当主につぐ最

上級の藩士であるから七品とは考えにくい。よって家老の位階は六品相当であり、家老が

藩主とその一族の権威を尊重していれば、墓碑は8尺未満6尺以上となるはずである。 

もう一つは藩主を頂点とした階層が成立していたかどうかである。坂本氏の述べるよう

に家老間にも両荒尾家、和田家と乾家の間には格差があり、「自分手政治」を許される 

「上六家」に対し、領地が無い米子荒尾分家、倉吉荒尾分家、山池池田、下池池田など 

「下四家」の墓碑はどのような差があっただろうか。また家老と位階五品の分家東館、西

館当主墓との差がどれくらいかなど検討する必要がある。要するに墓碑の大きさが藩主を

頂点とした序列と対応していたかどうか確認してみたい。既に池上悟2021が鳥取池田家家

臣の墓碑について大規模な調査を行っている。ただし、碑の高さについては全高であった

り、竿石の大きさであったりして統一されていない。今回は台石と竿石を個別に実測して

確認していきたい。 

１．調査の概要 

（１）対象 

 大野哲二(2017)、池上悟(2021)の２つの先行研究を参考に調査を行った。「自分手政治」

を行った家老は鳥取城下の菩提寺と領地の廟所の2箇所に墓碑を建立している。鳥取市内

の菩提寺とそれぞれの領地の墓所について実測した。なお、着座家の中で米子荒尾分家に

ついては墓碑が確認できなかった。 

（２）調査方法 

 調査方法は台石1段毎の高さと竿石の大きさを実測し、その後、１尺24.25cmで周尺に換

算する。参考として和尺30.3cmでも換算した。なお、竿石の形態は池上(2021)にしたがい

尖頂方型墓、板石整形型（自然石を修正したもの）、円頂方柱型の3種類とする。池上氏

は尖頂方型墓を簡易化したものが板石整形型であるとし、円頂方柱型は藩主墓などに由来

するとしている13。 

２．調査結果 

 家老が位階六品相当を自認していれば8周尺未満6周尺以上になる。乾、津田、鵜殿、山

池（山池池田）、下池（下池池田）、倉吉荒尾分家はこの範囲内である。米子荒尾（城下

8尺、領地9.1尺、以下同）、倉吉荒尾（9.3尺、9.5尺）、和田三信墓（8.7尺、8.4周尺）

は位階五品相当の大きさである。「国替」時点の4家老のうち、乾を除く3家は五品相当の

高さ（10尺未満～8尺以上）の墓碑を建てている。また、位階七品の上限である6尺より小

さな家老墓は鳥取には無いことが分かった。よって家老は位階六品以上に相当ということ

になる。 



３．考察 

両荒尾家と和田家が9尺を超え、五品に匹敵する墓碑を建てている。『世界大百科事典』

では大名の「家格」について「大名はまず①国主（国持）、②准国主（准国持）、③城主、 
④城主格（准城主）、⑤無城の5段階に分けられる」と述べ、さらに「城主は城郭に住ま

う大名で、だいたい3万石以上の領地高があれば城主とみてよい。」と書かれている。鳥

取藩には分家東館（2万5000石）、分家西館（1万5000石）という２つの支藩があり、その

当主は大名であった。位階は五品であるが、城は持っていない。米子荒尾は禄高が1万

3000石であったが米子城主であった。また、米子荒尾は池田家の外戚であり、初代成利は

輝政の従兄弟にあたる。倉吉荒尾初代の嵩就と和田三正は成利の弟であったので同じく輝

政の従兄弟ということになる。このように米子荒尾は大名に近い存在であり、それと血縁

関係のあった倉吉荒尾、和田はそれに準ずる大型の墓碑を作っている。ただ米子荒尾、倉

吉荒尾、和田の三家の墓碑は位階五品の上限10周尺には達していない。例外は鳥取市興禅

寺にある米子荒尾初代成利墓のみで11.5周尺ある。この墓碑は明治時代に廃寺となった顕

功寺にあったものである。「明治四五碑銘改刻」と刻まれており、竿石に継ぎ目の後があ

る。これが補修の結果なのか改造の結果なのか判断できない。この荒尾成利墓を除くと米

子荒尾、倉吉荒尾、和田三信（三正の子）は9周尺を超えるが分家（五品）の10周尺には

達しない。他の家老墓の中で乾家は最大の7.8周尺（領地内墓所）となっている。「国替」

時の4家はやはり上位にきている。他の家老墓は基本的に7尺～6尺であり、位階六品相当

と思われる。家老以外では福田家が注目される。禄高は乾家より上であり、「自分手政治」

が許され、8,9周尺（領地内墓所）の大型墓を作っている。ただ、米子荒尾、倉吉荒尾、

和田の9周尺よりは低い。これが偶然なのか、意図的なのかははっきりしない。 

４．まとめ 

 このレポートの目的、鳥取池田家の家老墓において岡山池田家の影響（「家禮」註の影

響）の有無については影響があったと結論づけられる。家老墓の竿石が位階七品の上限6

周尺を超えていること、両荒尾家と和田家を除く家老墓は六品相当8尺未満～6尺以上の大

きさの竿石を使用しているなど「家禮」の註の規程に近い。岡山池田家の影響があったと

考えられる。なお、両荒尾家を除く家老墓は円頂方柱（円首方趺）であり、これも儒教の

規程に忠実といえる。また、家老たちが藩主を頂点とした階層を意識していたかどうかに

ついては墓碑の高さは両荒尾家と和田家が突出し、乾がそれに続く。これは「国替」時の

4家老の中で淡路藩家老であった乾が下位に来ていることから階層があったと思われる。

ただし4家老の墓碑に位階四品の藩主墓（12周尺）を超える墓碑は存在しない。藩主と同

等の墓碑は建てられなかった。また、鳥取興禅寺の米子荒尾成利墓を改造された結果とし

て除外すれば、すべての家老墓は位階五品の分家当主墓よりも小さい。 

最後に今後の課題を２つ挙げておきたい。一つは碑銘の整理である。家老墓には「米子

城主」、「本藩執政」、「因幡執政」「本藩世相」など様々な肩書が混在している。特に

「本藩」は因幡、伯耆二国を鳥取池田家として一体視する意味がある。どの時代からそう

いった意識が成立するか検討していきたい。もう一つは岡山池田家の家老墓の調査である。

「家禮」の註など儒教の情報が両池田家の家老を通じて伝わったとすれば岡山池田家の家

老墓の墓碑の大きさにも意味があると思われる。機会があればぜひ調査を行いたい。 



1 

脚注 

(1）小坂(1977)p33 及び 坂本(2017)p52

(2）伊藤(2020)p65

(3）小坂前掲書 p43 及び 鈴木健太郎(2004) p38

(4）光仲は「被入御念被仰聞候段承届候」と光政の配慮について了解したものの、「當分存

寄も無御座事に候はゞ右の墓所所先其儘被為置可被下事」（改葬する場所がないので忠継ら

の墓は当分、そのままにしてほしい）と回答している。 

(5)寛文 9 年に池田光政が和意谷廟所で墓前祭を行った。（『備前市歴史民俗資料館企画展

アートする池田家』（備前市歴史民俗資料館、2014年）p19）

(6)鈴木健太郎(2004)

(7)小坂前掲書 p43

(8)吾妻前掲書 p83

(9)吾妻氏は「輝政の墓碑は確かに一丈四尺であり、光政の場合も和尺の八尺二分を周尺に

直せば一丈二尺あまりになる。つまり、墳土および墓碑の高さは明礼にのっとっているので

ある」（p83）と述べている。 

(10)『2021 年一般社団法人日本考古学協会総会第 87 回総会研究発表要旨』（日本考古学協

会）p123 

(11)坂本前掲書 p38

(12)鳥取県立博物館山本隆一朗氏の教示による。

(13)「文公家礼儀節」は「四品至七品皆円首方趺」とあるので池上氏の「円頂方柱型」は「円

首方趺」と同じと考えられる。 
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第15回全国高校生歴史フォーラム　研究タイトル一覧
（高等学校等コード順に掲載）

研究タイトル 高等学校名
「臺温泉一見期」から見る江戸時代の台温泉　 岩 手 県 立 花 巻 北 高 等 学 校

地震の歴史と地域の教訓　 〃

宮沢賢治　～手帳や作品に隠れた人物像を読み解く～ 〃

南部杜氏の里「石鳥谷」　長年受け継がれてきた南部杜氏の技術について 〃

石巻の史料価値の検討 宮 城 県 石 巻 西 高 等 学 校

秋田蘭画の衰退とその原因 秋 田 県 立 秋 田 北 高 等 学 校

秋田の鉱山とキリシタン 〃

米と災害　～秋田の戦後からの災害と米の収穫量の関連性～ 〃

佐竹義宣　―常陸の名門佐竹氏　秋田に転封される― 茨 城 県 立 太 田 第 一 高 等 学 校

浅間山の噴火から見る歴史的背景と今後の防災　～天明大噴火の被害の教訓を生かして～ 茨 城 高 等 学 校

徳川斉昭と水戸藩の思想 常 磐 大 学 高 等 学 校

筑波山の山岳信仰 土 浦 日 本 大 学 高 等 学 校

谷田部藩飯塚伊賀七のからくり　からくり人形のルーツ 〃

新撰組と五兵衛新田　―何故、新撰組は五兵衛新田に屯所を構えたのか― 江 戸 川 学 園 取 手 高 等 学 校

下総の鉄道路線と水運の関わり　～利根町から活気が消えた本当の原因とは～ 〃

渋沢栄一と養育院　～「日本資本主義の父」の板橋区における慈善活動の真意を探る～ 筑 波 大 学 附 属 坂 戸 高 等 学 校

新河岸川舟運　～河岸場から見えた歴史埋没の現状とそこから考える地域の活性化～ 埼 玉 県 立 朝 霞 西 高 等 学 校

平安時代・江戸時代における食事の変遷 千 葉 明 徳 高 等 学 校

西東京市田無町における石仏・石塔 東 京 都 立 保 谷 高 等 学 校

馬込城の再検討　～下町に潜むなぞ多き城～ 東京都立つばさ総合高等学校

シカゴ学派の歴史　シカゴ大学の今と未来 東 洋 高 等 学 校

津田仙が本当に伝えたかったこと　～明治時代の農業に関する仙の功績を中心に～ 普 連 土 学 園 高 等 学 校

交通の変遷から見る草加宿の様子　明治維新後を中心に 海 城 高 等 学 校

戦国期の東国における避難所の形態 成 城 高 等 学 校

伊達政宗が天下統一するためには？　地方の戦国大名が天下統一するためには 渋 谷 教 育 学 園 渋 谷 高 等 学 校

興福寺北円堂の魅力 聖 学 院 高 等 学 校

『越境対馬』　―境界を紐解く― 開 成 高 等 学 校

交通史から見る品川～東海道の発展～ 文 教 大 学 付 属 高 等 学 校

久ヶ原遺跡地区での管状土錘片の発見　～欠片から見る古代の漁～ 東 京 実 業 高 等 学 校

世界へ求める平和　～ひめゆり学徒隊を中心に～ 駒 場 学 園 高 等 学 校

吾妻鏡と地域の様子から見る幻の大寺院真慈悲寺と鎌倉幕府の関係性　 日 本 大 学 櫻 丘 高 等 学 校

中島飛行機と杉並区　～中島飛行機荻窪工場が地域に与えた影響～ 中 央 大 学 杉 並 高 等 学 校

東京を舞台とした異性装が犯罪と結びつく近代小説と当時の異性装に対する認識 豊 島 岡 女 子 学 園 高 等 学 校

柳沢吉保時代における六義園の変遷 本 郷 高 等 学 校

関東の地理学的要因から考える玉川上水の掘削理由 成 蹊 高 等 学 校

「偉勲の戦士」上原重雄 神 奈 川 県 立 足 柄 高 等 学 校

江戸時代の感染症　―コレラと人々― 〃

奈良時代の皇位継承　なぜ三人四代にわたる女帝が誕生したのか 神奈川県立神奈川総合高等学校

佐屋街道佐屋宿本陣を中心とする、佐屋の街並みについて 浅 野 高 等 学 校

徳川家康の鷹狩の意義　～小杉村を例として～ 洗 足 学 園 高 等 学 校

インフラから見た横浜での関東大震災の復興 栄 光 学 園 高 等 学 校

逗子開成学園所蔵学籍簿研究序説　～明治37・38年学籍簿の分析～ 逗 子 開 成 高 等 学 校

二宮尊徳の報徳仕法導入に関する一考察　～大磯を中心とした報徳仕法の導入と展開の検討を中心に～ 立 花 学 園 高 等 学 校

後北条氏における家臣松田氏の立ち位置に関する一考察 〃

幕末期におけるコレラの流行と庶民の対策　―安政期から文久期における『日記』の検討を中心に― 〃



研究タイトル 高等学校名
文化人としての黒田官兵衛　―官兵衛参加の連歌会の検討を中心に― 立 花 学 園 高 等 学 校

加州刀の艶に秘めた、前田家の文武「二道」観　～凄みの美学という刃～ 北 陸 学 院 高 等 学 校

狭野川村八幡神社調査記録 自 然 学 園 高 等 学 校

白鳥踊りのルーツを求めて 岐 阜 県 立 郡 上 北 高 等 学 校

東常縁の和歌を読む　 岐 阜 県 立 関 高 等 学 校

関飛行場及びその関連施設の調査　陸軍秘匿飛行場の作戦構想とその実態 〃

実は日本でも希少で、価値がある！？　～日本が誇る中山道太田宿と、文化財の存在意義とは？～ 岐 阜 県 立 加 茂 高 等 学 校

美濃国多治見の領主とその歴史を探る　―土岐一族の家紋「桔梗」を追って― 岐 阜 県 立 多 治 見 北 高 等 学 校

近年の岐阜県の気候の変化について 鶯 谷 高 等 学 校

古墳や遺跡から考える古代の多治見の歴史 多 治 見 西 高 等 学 校

東濃の戦国武将小里氏に関する研究 麗 澤 瑞 浪 高 等 学 校

北条義時　執権への過程 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校

今川義元　～「海道一の弓取り」の実像に迫る！ 〃

米山梅吉から学ぶ「奉仕」　～「新隠居論」、「常識関門」、「米山梅吉傳」の研究～ 知 徳 高 等 学 校

山本五十六　―非戦の英雄はなぜ真珠湾攻撃を実行したのか― 愛 知 県 立 旭 丘 高 等 学 校

円窓付土器の真相に迫る 名 城 大 学 附 属 高 等 学 校

江戸末期に書かれた日記から見る、町人と下級武士の暮らし　～『藤岡屋日記』と『石城日記』を読んで～ 京 都 教 育 大 学 附 属 高 等 学 校

オスマン帝国 大阪府立門真なみはや高等学校

なぜ現東海道本線の一部に旧東海道に沿っていない部分があるのかについて 明 星 高 等 学 校

大坂城石垣石丁場跡における史跡の保存・活用についての考察 兵 庫 県 立 鳴 尾 高 等 学 校

殖産興業の先駆け　～生野銀山を支えた馬車道～ 兵 庫 県 立 姫 路 東 高 等 学 校

酒造業の発展と物流　～灘五郷の酒造業から見る近世と近現代の産業構造～ 灘 高 等 学 校

真田幸村の一生と武勇 雲 雀 丘 学 園 高 等 学 校

宗教と雅楽 〃

寿命寺、行基、行基の関わった文化財について 〃

戦艦の歴史と戦艦大和 〃

衆道・男色の歴史 〃

心と宗教　～西国三十三所巡礼からの考察～ 智 辯 学 園 和 歌 山 高 等 学 校

日本文学から読み解く感染症　～コロナ時代を生き抜く知恵～ 近畿大学附属和歌山高等学校

鳥取池田家の家老墓について 鳥 取 県 立 八 頭 高 等 学 校

青谷上寺地遺跡出土土器の黒斑分析　―土器づくり体験からのアプローチ― 鳥 取 県 立 青 谷 高 等 学 校

岡山県備中地域、美作地域における弘法大師の巡錫ルート研究 岡 山 県 立 勝 山 高 等 学 校

BANKではない GINKOの生き方　～劉生だけが有名じゃあ、父が泣く～ 〃

可部町の重要性とその特徴 広 島 県 立 可 部 高 等 学 校

広島市安佐南区八木地区の大蛇伝説と「蛇落地」について 広 島 県 立 安 西 高 等 学 校

大阪城と島の石 香川県立小豆島中央高等学校

市之川鉱山史考察 愛 媛 県 立 西 条 高 等 学 校

大森彦七と鬼女伝説 愛媛県立松山西中等教育学校

嘉明の思いと松山城 松 山 東 雲 高 等 学 校

定光寺前遺跡出土の土師器からみた中世壱岐の研究 長 崎 県 立 壱 岐 高 等 学 校

対馬北部における遺跡の分布　～遺跡の見つけ方～ 長 崎 県 立 上 対 馬 高 等 学 校

琉球王国　二つの道 沖 縄 県 立 首 里 高 等 学 校

うるま市・金武町の闘牛・闘牛場及び牛庭の歴史的利用価値に関する研究 沖 縄 県 立 与 勝 高 等 学 校

※個人情報に配慮して、研究タイトルと高等学校名のみを記載しています。
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